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技術・システム検討ワーキンググループの
設置について



令和２年度技術・システム検討ＷＧにおける検討事項（案）

南海トラフ地震を対象とした災害廃棄物処理シナリオについて、四国ブロックを対象として時間軸・
空間軸の観点を踏まえ、処理完了までのシミュレーションを実施

昨年度の検討事項

【検討事項１】
南海トラフ地震における全国的な災害廃棄物処理シナリオの検討

今年度の検討事項（案）

 四国ブロックを対象に検討した災害廃棄物処理シナリオを他の地域ブロックに適用し、全
国的な処理シミュレーションを実施

 地域ブロック毎の要処理検討量（地域ブロック内の廃棄物処理施設では処理しきれない
災害廃棄物量）を踏まえ、全国的な広域処理先や必要な仮設焼却施設の規模、二次仮置
場における破砕選別施設の規模を検討し、処理期間についても検討

 災害廃棄物処理に必要となるリソースについて、産業廃棄物処理施設における処理可能
量の精査、被災家屋等の撤去等に伴う必要人員数等の調査・検討、広域輸送に必要な資
機材等の調査・検討を実施

【検討事項２】
全国的なリソースの確保に向けた検討



地域間協調ワーキンググループの
設置について



ブロックをまたぐ支援・受援の実施方法について、南海トラフ地震を想定した具体的な派遣計画の
検討を含めた広域連携方策の検討、災害ボランティア等との連携強化に向けた災害時の情報発
信のあり方に係る検討を実施

昨年度の検討事項

今年度の検討事項（案）

 令和元年東日本台風や令和２年７月豪雨等の事例を踏まえ、広域連携の調整手順や情報
共有の方法・流れ等を整理し、過年度検討結果と比較することで機能した点・課題等を整理

 情報共有すべき事項・情報共有の方法・遠隔で支援が可能な事項を検討し、関係者が協調
して支援の効果を最大化するための情報共有のあり方を検討

【検討事項１】
これまでの支援方法の検証及び関係者間での情報共有のあり方の検討

 令和元年度の検討結果を踏まえ、具体的な支援の割り当ての検討、関係機関との具体的な
調整事項の検討、南海トラフ地震の多様な発生形態への備えの充実に向けた検討を実施

 過去の災害事例で実施された災害廃棄物の戸別回収に伴う課題も整理

【検討事項２】
南海トラフ地震を対象とした人的支援・収集運搬支援に係る具体的な派遣計画の検討

 令和元年度の検討結果を踏まえ、災害廃棄物対策に関する法制度整備が進んでいるインド
ネシアを対象とした政策立案支援を行うとともに、引き続き、アジア太平洋地域における災害
廃棄物管理ガイドラインの周知、技術資料の拡充を図る。

【検討事項３】
国際支援に係る検討

令和２年度地域間協調ＷＧにおける検討事項（案）



災害時初動対応検討ワーキンググループの
設置について



令和２年度災害時初動対応検討ＷＧにおける検討事項（案）

市区町村が災害時の初動対応を迅速かつ確実に行うための検討事項や初動対応の手順等をとり
まとめた、「一般廃棄物処理に関する災害時初動対応の手引き」の作成、公表

昨年度の検討事項

○手引きを基に平時の事前検討を行い、
災害時の初動対応の実行性等について
意見交換や机上演習を行う。

○災害時の一般廃棄物処理は防災に係
る他の取組との整合を図ることを目的と
して、「下水道BCP策定マニュアル」をはじ

めとした自治体向けマニュアル等への反
映方法を検討する。

○モデル演習や令和元年東日本台風等
における初動対応の振り返りを通した内
容の充実（災害廃棄物処理のための人
員や車両・資機材の確保、仮置場まで片
付けごみを運搬できない住民への対応
等）、様式記入例や参考事例の追加等を
行う。

今年度の検討事項（案）

【検討事項１】

モデル演習の実施や自治
体向けガイドライン等への
反映による、手引きの普及

【検討事項２】

モデル演習や昨年度災害
対応を踏まえた、手引きの

充実


